
令和4年度事務事業評価　1次評価及び2次評価結果一覧

事務事業目的／内容
所管課評価
（1次評価）

1次評価結果理由
　　／今後の取り組み

その他特記事項等
備考

（確認事項等）
2次評価
実施選定

行政評価
委員の見解

２次評価
結果

2次評価結果理由
　　／今後の取り組み

備考

1
分庁舎印刷に係る
機器の管理

総務課 5 Ａ

・印刷機の保守管理は必要
・機器更新の時期検討。次回
の機器の導入方法検討（リー
スｏｒ買取り）

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

2 機器保守管理事業 総務課 5 Ａ

・機器の保守管理業務の委
託、消耗品の補充、日常点検
は必要な業務である

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

3 バス借上事業 総務課 3 Ｂ

・無制限に貸出するわけには
いかないので、どの程度の制
限を設けるのが適当か検討が
必要
・貸出制限台数の見直し、運
行委託業者との契約方法の見
直し、学校行事への対応の見
直しが必要

・他の自治体にはあまり例が
ない取り組み

・見直しの時期につい
て
・他市町村のバス貸出
等の実施状況について

行政評価
委員会

― Ⓑ

・１次評価結果に賛同。
・令和２年度の改正後は、コロナ
禍により状況が判断できないこと
も踏まえつつ、ある程度見直しの
時期を検討すること。
・学校の利用回数を見直しする場
合は、学校の位置や学級数などを
踏まえて検討すること。

・外部評価委員会
へ

4
本庁舎周辺緑地管
理事業

総務課 5 Ａ

・緑地を含めた庁舎の景観を
保つためには必要な事業であ
る

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

5 運転業務調整 総務課 1 Ａ

・偽装請負を疑われる可能性
があり、事務の改善または整
理が必要と思われる
・近隣市町村の事例を調査
し、令和５年度当初予算編成
までに事務の改善方針協議
し、新たな業務委託仕様書を
作成する

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

6 町民バス 政策推進課 2 Ａ

・町民の日常生活における移
動手段確保は町が行うサービ
スとして重要である
・新しい公共交通は令和４年
度に開始されたばかりである
ため、利用状況を踏まえ計画
変更などを行っていく

⑤ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

7 路線バス補助金 政策推進課 1 Ａ

・住民の広域移動手段確保は
重要であり、万が一、路線バ
スの廃止となった場合、町に
与える影響は大きい
・令和４年度以降の補助率な
ど、沿線市町で協議を行い決
定する

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

2次評価

№ 事務事業名 主管課
事業
性質
区分

1次評価
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令和4年度事務事業評価　1次評価及び2次評価結果一覧

事務事業目的／内容
所管課評価
（1次評価）

1次評価結果理由
　　／今後の取り組み

その他特記事項等
備考

（確認事項等）
2次評価
実施選定
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事業
性質
区分

1次評価

8
青森県核燃料物質
取扱税交付金交付
申請

政策推進課 1 Ａ

・継続しなければ１億円強の
収入が得られないため
・これまでどおり、財政担当
課と協議し効果的に事業へ充
当していく ⑥ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

9 国際交流員設置 政策推進課

事業終了

10
下田駅・向山駅前
広場管理

政策推進課 5 Ａ

・町有施設を効率的に管理
し、町の玄関口としてのイ
メージを維持するために必要
な業務である
・管理委託は必要最小限で
行っており、管理の行き届か
ない部分も散見される。高木
等の管理対象物を減らす方向
で取り組む

・向山駅東口広場に関して、
通年管理を目的に向山町内会
への業務委託ができないか検
討したが実現しなかった（令
和2年12月） ⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

11
青森県自治体情報
セキュリティクラ
ウド

政策推進課 1 Ａ

・全国市町村が導入している
セキュリティ対策であり、単
独実施と比較して効果的であ
る。また、実施しなかった場
合はサイバー攻撃等の脅威に
さらされる ⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

12
二川目地区光ファ
イバー網管理事業

政策推進課 1 Ａ

・現在、光ファイバーケーブ
ル設備の民間譲渡の手続きを
進めているが、譲渡されるま
では町が適正に維持管理する
必要がある。
・光ファイバーケーブル施設
の民間譲渡を進める（Ｒ5年度
を目標）

・譲渡については、メリッ
ト・デメリットがある
・国の補助事業により整備さ
れた光ファイバーケーブル施
設は、10年後には民間譲渡も
想定されていたものである

・IRU譲渡の進捗につい
て

行政評価
委員会

― Ⓐ

・１次評価結果に賛同。
・光ファイバー設備の民間譲渡に
ついて、適切に進めること。

13
新エネルギー対策
（急速充電器管
理）

政策推進課 5 Ａ

・新エネルギー対策として、
電気自動車の普及促進のため
にも必要である。
・急速充電器の管理、運営を
今後も継続する。

・新エネルギー対策の
今後の取組について

行政評価
委員会

― Ⓐ

・１次評価結果に賛同。
・急速充電器の修理、更新の際は
財政管財課等と協議すること。

14 システム改修 政策推進課 5 Ａ

・業務遂行のためには必ず改
修を行わなければならないた
め。
・令和4年度中に予定している
WizLIFE、財務会計システム、
人事給与システムの改修を行
う。

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価
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事務事業目的／内容
所管課評価
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1次評価結果理由
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№ 事務事業名 主管課
事業
性質
区分

1次評価

15
防災ヘリコプター
負担金事務

まちづくり
防災課

3 Ａ

・防災ヘリコプターの運航を
継続することで消防防災体制
の充実を図ることができてい
るため

⑦ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

16

総合防災訓練（防
災訓練の企画・立
案・実施に関する
こと）

まちづくり
防災課

3 Ａ

・事業の特性上、費用対効果
を明確に判断できないが、町
民の生命と財産を守る重要事
業である

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

17 ミニ議会
まちづくり
防災課

事業終了

18
防災行政無線（放
送及び維持管理）

まちづくり
防災課

5 Ａ

・今後も必要な事業のため
・これまでの取り組みを継続
する

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

19
コミュニティセン
ター（町有集会施
設）の維持管理

まちづくり
防災課

5 Ａ

・地域づくり活動の拠点とし
ても重要であり、コミュニ
ティの維持・活性化に寄与す
る
・引き続き事業を実施し、地
域活動を支援する

・旧百石町と旧下田町の施設
で異なる管理方法の一元化に
ついては、現在調整中

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

20
公的個人認証制度
に関すること

町民課 2 Ａ

・マイナポイントの申込手続や各
種証明書コンビニ交付サービスの
利用等にあたり電子証明書機能が
必要であるため、継続実施する必
要あり
・マイナンバーカード交付事務等
に付随する事務事業であり、引き
続き利用方法や必要性を適切に案
内していく

・電子証明書機能がどの程度
利用されているかは把握不可

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

21
十和田地域広域事
務組合廃棄物関係
負担金

町民課 1 Ａ

・廃棄物の処理は市町村の責
務であるため
・十和田地域広域事務組合清
掃特別会計負担金について
は、ごみの搬入量で計算され
るため、ごみ排出量につい
て、維持、減少させて行く施
策や町民に対する啓発を合わ
せて実施していく必要がある

⑦ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価
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22
基盤安定負担金に
関すること

町民課 3 Ａ

・基盤安定負担金がなければ
多大な歳入減となるため、今
後も事業継続が必要

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

23

住民基本台帳記載
事項実態調査（職
権消除等）に関す
ること

町民課 2 Ａ

・住民登録と関連があるため
町がやらざるを得ない

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

24
十和田地区環境整
備事務組合負担金

町民課

組合廃止により終了

25
資源集団回収事業
奨励金事業

町民課 2 Ａ

・町内会や子ども会が活動してい
るため公益性が高い。また、広域
負担金が減ることにより全町民に
間接的な利益となっている
・十和田地域広域事務組合清掃特
別会計負担金については、ごみの
搬入量で計算されるため、本事業
を実施することは町の利益につな
がっている

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

26
国保人間ドックに
関すること

町民課 2 Ａ

・受診することで継続的に健
康管理ができることと、将来
的に医療費軽減に繋がる
・受診者を増やすために、当
初に申し込みが出来なかった
方には案内を出し健診を促し
ていく

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

27
ごみ箱等設置補助
事業

町民課 2 Ａ

・全町内会に関係することで
あり、公益性が高い

・資材の高騰が続き、ごみ籠
の製作が、町内会の大きな負
担となっているため、継続し
て実施する必要がある

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

28
保健福祉センター
の管理運営に関す
ること

町民課 5 Ａ

・現在、施設は利用している
ため保健事業的には問題はな
い
・修繕の必要性はあるが緊急
的な状態でないことと施設全
体の話しになるため、施設を
今までどおり利用していく

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価
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事業
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29 町営霊園管理事業 町民課 5 Ａ

・令和3年度末現在412区画中322
区画利用者がおり、管理料等の徴
収も行っているため、事業を継続
する必要がある
・今後は、少子高齢化などが原因
で管理が不可能になる墓や墓石を
設置しない埋葬等を要望する方が
増える可能性があるため、合葬墓
等の設置検討も行う

・合葬墓について
①今後の取組み
②他市町村の実施状況

行政評価
委員会

― Ⓐ

・１次評価結果に賛同。
・合葬墓の実施及び指定管理者制
度の導入について、研究・検討を
進めること。

30
放課後児童健全育
成事業

保健こども
課

2 Ａ

・家庭、地域等との連携の
下、発達段階に応じた主体的
な遊びや生活が可能となるよ
う、児童の自主性、社会性及
び創造性の向上、基本的な生
活習慣の確立等を図り、児童
の健全な育成を図ることがで
きているため

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

31 特別保育事業
保健こども
課

2 Ａ

・安心して子育てをするため
に必要な事業であり、今後
ニーズが少なくなることは考
えにくい
・事業を充実させることで、
子育てに力を入れている町と
してより住みやすい、または
住みたいと思えるまちづくり
につながる

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

32
木内々児童センター
管理運営事業（経
常・臨時）

保健こども
課

1 Ａ

・児童に健全な遊びを与え
て、その健康を増進し、ま
た、情操を豊かにするととも
に、児童の健全育成を図るこ
とができている ⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

33
木ノ下児童セン
ター管理運営事業
（経常・臨時）

保健こども
課

1 Ａ

・児童に健全な遊びを与え
て、その健康を増進し、ま
た、情操を豊かにするととも
に、児童の健全育成を図るこ
とができている ⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

34 健活ポイント事業
保健こども
課

事業終了

35
子どもの貧困対策
事業

保健こども
課

2 Ａ

・子どもの貧困対策の推進に関す
る法律において、市町村は子ども
の貧困対策についての計画を定め
るよう努めるものとされているた
め
・令和５年度子どもの生活実態調
査実施。令和６年度中に計画の評
価、改善・見直しを行う

・弘前市：こども食堂等を拠
点とした多世代交流の居場所
づくりを推進。子ども居場所
づくり支援ネットワーク事業
の支援。
・十和田市：こども食堂

・今後の事業展開につ
いて

行政評価
委員会

― Ⓐ

・１次評価結果に賛同。
・令和５年度の子どもの生活実態
調査及び令和６年度の計画の評
価、改善・見直しについて適切に
実施すること。
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36
老人福祉センター
管理運営

介護福祉課 5 Ａ

・当該施設の運営管理に係る
業務及び経費は、施設の目的
及び機能を維持していく上
で、必要不可欠なものである
・基本的には、現在の運用を
継続していく方向である ⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

37
介護民生費広域負
担金事業

介護福祉課 1 Ａ

・八戸圏域の市町村で行って
いる事業であり、旧「やくら
荘」職員の人件費の支出であ
るため

⑦ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

38
ほがらか教室開設
委託事業

介護福祉課 4 Ａ

・介護予防の役割があり、今
後高齢化によりますます重要
になっていくと思われるため
・高齢者のニーズをとらえ、
場合によっては事業内容を見
直すなど、柔軟に対応してい
く

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

39 老人クラブ 介護福祉課 2 Ａ

・老人クラブ活動は、介護予
防効果も期待でき、明るい長
寿社会の実現を目指すため
に、必要不可欠なものである
と考える
・基本的には、現在の運用を
継続していく方向である

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

40 公用車管理 介護福祉課 5 Ａ

・増加する高齢者の相談対応
やケアマネジメントには公用
車は必要不可欠であり、公用
車を安全に使用するためにも
適正な管理は必須である
・適正管理により整備不良等
を防ぎ、利用者は、安全運転
を心がける

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

41
福祉プラザの管理
管理運営

介護福祉課 5 Ａ

・当該施設の運営管理に係る
業務及び経費は、施設の目的
及び機能を維持していく上
で、必要不可欠なものである
・基本的には、現在の運用を
継続していく方向である ⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

42 農道保全対策事業 農林水産課 5 Ａ

・農道機能の維持・回復と維
持補修費の軽減、本地域の農
業経営の安定化を図ることが
できるため
・令和４年度に事業新規採択
され、令和７年度までの工期
予定であり、事業主体である
県の支援を行う

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価
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令和4年度事務事業評価　1次評価及び2次評価結果一覧

事務事業目的／内容
所管課評価
（1次評価）

1次評価結果理由
　　／今後の取り組み

その他特記事項等
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（確認事項等）
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備考

2次評価

№ 事務事業名 主管課
事業
性質
区分

1次評価

43

県営赤田・下田前
堰地区農業水路等
長寿命化・防災減
災事業

農林水産課

事業終了

44
水利施設維持管理
負担金

農林水産課 5 Ａ

・大規模で公共性の高い基幹水利
施設等について、地域の農業情勢
及び社会情勢の変化に対応した管
理を行うことにより、その効用を
発揮させることができる
・安定した農儀容経営を図るた
め、継続して実施していく

⑦ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

45 農村公園管理事業 農林水産課 5 Ａ

・町民に、健康増進及び憩い
の場を提供し、地域連帯の醸
成、青少年児童の健全な育成
を図ることができるため
・町民の憩いの場を提供する
ため、継続し実施する ⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

46
農業振興地域の見
直し

農林水産課 6 Ａ

・町の基幹産業である農業の
振興および安全・安心な食料
を供給するためにも優良農地
の保全は必要である
・住環境との共生を図り、必
要以上の開発を抑制し、優良
農地を保全していく

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

47
いちょう公園ジョ
イハウス管理運営

商工観光課 5 Ａ

・いちょう公園内で唯一飲食
物を提供しており観光拠点と
して重要な役割を担っている

※№47～49は一括で審議 ・指定管理者制度への
移行見込みについて

行政評価
委員会

― Ⓑ

・１次評価結果Ⓐと相違。
・契約内容並びに観光施設として
の利用について検討すること。
・指定管理者制度の導入に向けた
研究を行うこと。

48
ネーチャーセン
ター白鳥の家管理
運営

商工観光課 5 Ａ

・白鳥・野鳥の観察ができる
施設として管理運営は継続す
べきと考える
・指定管理制度移行への調査
検討（現在の長期継続契約は
令和5年度まで）

※№47～49は一括で審議 ・指定管理者制度への
移行見込みについて

行政評価
委員会

― Ⓒ

・１次評価結果Ⓐと相違。
・指定管理者制度の導入及び施設
の改修や有効活用について研究・
検討を進め、令和６年度を目途に
方向性を示すこと。
・自然観察施設としての機能も維
持させること。

・外部評価委員会
へ

49
観光PRセンター
「味祭館」管理運
営

商工観光課 5 Ａ

・地産地消とおいらせ町のイ
メージアップを推進してお
り、観光案内所的な機能も果
たしているため
・

※№47～49は一括で審議 ・指定管理者制度への
移行見込みについて

行政評価
委員会

― Ⓐ

・一時評価結果に賛同。
・契約内容について確認し、必要
に応じて修正を行うこと。
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令和4年度事務事業評価　1次評価及び2次評価結果一覧

事務事業目的／内容
所管課評価
（1次評価）

1次評価結果理由
　　／今後の取り組み
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№ 事務事業名 主管課
事業
性質
区分

1次評価

50
勤労者研修セン
ター管理運営

商工観光課 5 Ｂ

・譲渡又は売却の検討が必要
と思われる
・管理方針の検討

・譲渡または売却先
は、どこを想定してい
るのか
・協議等は行っている
のか 行政評価

委員会
― Ⓑ

・１次評価結果に賛同。
・施設の管理方法について検討す
ること。
・施設が使用できなくなった時の
対応について検討すること。

51 おいらせ鮭まつり 商工観光課 4 Ｄ

・町職員の負担が大きいイベント
だが、行政主体で実施する必要性
は低い
・コロナ禍に加えそもそも鮭が捕
れなくなっており、イベントを休
止している。今後は内容の変更又
は鮭に捉われないイベントへの転
換を視野に入れ検討するととも
に、町職員の負担軽減策を講じて
事業継続を図る

・鮭は周辺地域でも漁獲量が
大幅に減っており、イベント
内容の抜本的な見直しを迫ら
れている。また、町職員の負
担が非常に大きく、事業を継
続するためには負担軽減の改
善策を講じる必要がある

・廃止もしくは代替イベ
ントの検討時期は何時ご
ろになるのか
・関係団体への説明、協
議等は行っているのか
※R1評価：Ｄ（事業廃止
の検討）

行政評価
委員会

― Ⓓ

・１次評価結果に賛同。
・一度区切りをつけて廃止とす
る。
・観光物産協会等での事業検討に
より、事業費や作業負担の軽減を
盛り込んだ上で、再度実施したい
と希望があった場合は、事業実施
に向けた検討を行う。

・外部評価委員会
へ

52
おいらせ百石まつ
り

商工観光課 4 Ｂ

・伝統行事であり地域団体との協
働性も高く、事業の継続は望まれ
るが、観光物産協会の主催事業で
あり、行政主体で実施する必要は
ない
・観光物産協会主体の事業実施へ
の移行と、下田まつりとの合同運
行の可能性を検討していく

・前回評価以降、観光物産協
会主体の事業実施へ向け内容
見直し等について検討してき
たが、コロナ禍による事業中
止も続いており、大幅な改善
には至っていない
※№52、54は一括で審議

・観光物産協会との協
議、検討はどのくらい進
んでいるのか
・協議、検討の記録はあ
るのか
・観光物産協会主体の事
業実施への移行について
※R1評価：Ｂ（継続実施
（見直し、要改善））

行政評価
委員会

― Ⓑ

・１次評価結果に賛同。
・事業の観光物産協会への移行
と、まつりの合同運行の可能性に
ついて引き続き検討を進めるこ
と。

53 おいらせ春まつり 商工観光課

事業終了

54
おいらせ下田まつ
り

商工観光課 4 Ｂ

・伝統行事であり地域団体との協
働性も高く、事業の継続は望まれ
るが、観光物産協会の主催事業で
あり、行政主体で実施する必要は
ない
・観光物産協会主体の事業実施へ
の移行と、百石まつりとの合同運
行の可能性を検討していく

・前回評価以降、観光物産協
会主体の事業実施へ向け内容
見直し等について検討してき
たが、コロナ禍による事業中
止も続いており、大幅な改善
には至っていない
※№52、54は一括で審議

・観光物産協会との協
議、検討はどのくらい進
んでいるのか
・協議、検討の記録はあ
るのか
・観光物産協会主体の事
業実施への移行について
※R1評価：Ｂ（継続実施
（見直し、要改善））

行政評価
委員会

― Ⓑ

・１次評価結果に賛同。
・事業の観光物産協会への移行
と、まつりの合同運行の可能性に
ついて引き続き検討を進めるこ
と。

55
ふるさと応援寄附
金受付

商工観光課 3 Ａ

・寄附金は貴重な一般財源であ
り、また、町を全国にＰＲするこ
とにも繋がっているため、事業の
継続が必要と考える
・地域おこし協力隊を活用した、
外からの視点を取り入れた返礼品
の追加・見直し。お礼品の写真の
撮り直しや紹介文の見直しによ
り、町の魅力を最大限伝えられる
ようポータルサイトを修正

・令和４年度から地域おこし
協力隊と協力し、返礼品の追
加・見直しを行うとともに、
寄附者の目に留まるようポー
タルサイト掲載内容の充実を
行うため事業量が増加する見
込み

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

56
道路維持管理事業
（直営作業含む）

地域整備課 5 Ａ

・日々寄せられる住民からの
苦情や要望に対応するため、
また道路の破損に起因した事
故の発生を未然に防ぐため必
要な事業である
・引き続き事業を実施し、道
路の適正な維持管理を行う

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価
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令和4年度事務事業評価　1次評価及び2次評価結果一覧
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事業
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1次評価

57 歩道除雪関連事業 地域整備課 5 Ａ

・町内会や地域団体へ歩道除雪作
業を委託することで、効率的な作
業や、作業人員の確保が可能とな
り、冬期間における歩行者の安全
性が確保できるため
・引き続き町内会等と協働による
歩道除雪を行い、冬期間における
歩行者の安全確保を図る

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

58 除雪機械更新事業 地域整備課

R2評価事業である「建
設車両機械購入事業」
と重複するため削除

59
赤田橋補修事業に
伴う負担金事業

地域整備課 3 Ａ

・現在予算化されている負担
金は、六戸町が平成26年度か
ら28年度に実施した赤田橋補
修事業に対する負担金で、負
担について六戸町と協議済み
であるため
・平成26～28年度に実施した
補修事業に対する負担金は令
和8年度まで継続して支払い

・今後も赤田橋の補修が必要
となった際は、その都度、六
戸町と協議のうえ負担額を決
定する

⑦ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

60
学校給食センター
管理運営事業

学務課 3 Ａ

・第２次総合計画前期基本計画で
示された主要事業であるため（学
校教育の充実：栄養バランスの取
れた安全でおいしい学校給食を提
供）
・食中毒や異物混入等の事故を防
ぐため、引き続き、検品・確認・
連絡体制を維持していく

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

61
給食費無料化事業
（免除）食材費

学務課 3 Ａ

・政策公約であり、第２次総
合計画前期基本計画で示され
た主要事業であるため（子育
て支援の充実：誰もが子育て
しやすい環境の整備）
・令和8年3月までの期限の事
業であるが、期限の前に期限
延長や永続化の検討を行う

・安定的な財源確保が課題で
ある

⑤ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

62
施設管理等事業
（給食センター関
係）

学務課 5 Ａ

・第２次総合計画前期基本計画で
示された主要事業（学校教育の充
実：栄養バランスの取れた安全で
おいしい学校給食を提供）を具現
化するために必要な事業であるか
ら
・施設や設備の不備のために、食
中毒や異物混入等の事故が起きな
いよう、引き続き、点検、連絡、
相談体制を維持していく

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

63
消耗品管理
（給食センター関
係）

学務課 3 Ａ

・第２次総合計画前期基本計画で
示された主要事業（学校教育の充
実：栄養バランスの取れた安全で
おいしい学校給食を提供）を支え
る事業であるため
・高い衛生水準を維持し、食中毒
や異物混入等の事故を防ぐため、
引き続き、確認・補充体制を維持
していく

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

9/11



令和4年度事務事業評価　1次評価及び2次評価結果一覧
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64

調理及び配送、配
膳事務事業
（給食センター関
係）

学務課 3 Ａ

・第２次総合計画前期基本計画で示
された主要事業を支える事業である
ため
・調理、配送委託については、3年ご
とに事業者を見直し。調理について
はプロポーザルを実施し、より魅力
的な給食が調理できるよう取り組ん
でいる。また、食中毒や異物混入等
の事故を防ぐため、引き続き、衛生
管理・確認・連絡体制を維持してい
く。

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

65 給食費の口座管理 学務課 3 Ａ

・規則で定められており、ま
た、第２次総合計画前期基本
計画で示された主要事業を支
える事業であるため
・口座振替を未実施の保護者
への引き続き、定期的に案内
通知をする

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

66
学校給食費無料化
事業補助金

学務課 3 Ａ

・政策公約であり、第２次総
合計画前期基本計画で示され
た主要事業であるため
・令和8年3月までの期限の事
業であるが、期限の前に期限
延長や永続化の検討を行う

・安定的な財源確保が課題で
ある

⑤ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

67
学校施設の維持管
理

学務課 5 Ａ

・児童生徒が安心して学習で
きる環境の充実のため
・長寿命化改修工事等を計画
的に行い、事業費の平準化を
図る ⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

68
町民交流センター
管理事業

社会教育・
体育課

5 Ｂ

・施設マネジメントの取り組みによ
り施設の長寿命化に向けた保全計画
の見通しや受益者負担の原則から施
設使用料に関する見直しが必要であ
ると考えるため
・真空温水器など暖房設備、舞台吊
り物設備を優先的に改修するなど施
設の営繕を行う
・減免基準や使用料単価の見直しな
ど施設使用料に関する見直しを行う
（他施設などとの調整要）

⑧ ― Ⓑ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

69 多目的ドーム整備
社会教育・
体育課

令和元年度より事業凍
結中

70
町民プール管理業
務

社会教育・
体育課

5 Ａ

・体育活動や水難事故防止の面か
らも、町内小学校が利用する必要
性は大いにある
・施設の長寿命化計画や施設使用
料に関する見直しの検討が必要
・冬場の利活用について検討
・建設から約4年が経ち、徐々に
備品の更新が必要となってきたた
め、随時更新を行う

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価
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事業
性質
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1次評価

71
中央公民館管理事
業

社会教育・
体育課

5 Ｂ

・施設マネジメントの取り組みに
より施設の長寿命化に向けた保全
計画の見通しや受益者負担の原則
から施設使用料に関する見直しが
必要であると考えるため
・代替施設の整備または施設の統
廃合などの方針を定める
・西側外壁タイルの除去、2階バ
ルコニーの補強など
・施設使用料に関する見直し

・耐用年数を経過し、施設の老朽
化が著しいため、令和3年度にお
いて施設の老朽度調査とコンク
リート調査を実施。外装の老朽化
は比較的進んでいるが、躯体を構
成するコンクリートの強度は保持
されているため、必要最小限の維
持修繕をしながら継続使用してい
くこととしている

⑧ ― Ⓑ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

72
生涯学習フェス
ティバル

社会教育・
体育課

4 Ａ

・必要性、効率性、優先性、
公正性が認められ、継続して
実施する必要がある
・現在の開催方法と予算で、
町民にとってさらに有意義な
内容になるよう努めながら継
続して実施する

・イベントが最小の経費で運営で
きているのは、参加団体や役場関
係課など関係者の協力があってこ
そのものであり、理想的な事業運
営となっている。一方で、準備や
運営での負担が大きいことから不
参加となった団体もあるので、参
加しやすい工夫や作業の効率性の
向上を図っていく

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

73 成人式
社会教育・
体育課

4 Ａ

・基本的に教育委員会が行う事業
は、人材育成・まちづくりに大い
に関与・寄与するものであるた
め、事業継続が必要である。ま
た、現在、成人式は未来を担う青
少年の節目の行事となっている
・現在の開催方法と予算で、町民
にとって有意義な内容になるよう
努めながら継続して実施する

・他市町村では、コロナによ
り中止した自治体もあるが、
基本的は実施
・R4.4.1から成年年齢が18歳
に⇒当町では今後も20歳を対
象に成人式を開催予定⇒社会
情勢や他市町村実施状況を踏
まえて、対象年齢を見極める
必要がある

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価

74
全国将棋祭り（実
行委員会）

社会教育・
体育課

4 Ｃ

・補助金の半数以上をプロ棋
士の招聘費用に充てるなど費
用対効果を考えた場合に、身
の丈に合った事業規模や内容
など効率性の観点から見直し
すべきところがあるから
・コロナ禍で見送りとなって
いる事業の見直しに着手す
る。

・当町の将棋によるまちづくり
は、故大山十五世名人との御縁に
端を発し、町おこしの一環とし
て、町の産業イベントと一体的に
実施⇒今年、名人生誕100周年を
迎えるにあたって、原点に立ち返
り、まちづくりとしての将棋の存
在を見つめなおす時期だと考える

・見直しの実施時期は
何時になるのか
・関係団体への説明等
はしているのか
※R1評価：Ｄ（事業廃
止の検討）

行政評価
委員会

― Ⓓ

・１次評価結果Ⓒと相違。
・令和５年度に一度実施をしたの
ち、祭りの内容について評価・検
討を行うこと。

・外部評価委員会
へ

75
いちょうマラソン
大会

社会教育・
体育課

4 Ｂ

・課題である洋光台地区の交通規
制除外、職員スタッフの軽減は令
和４年度事業である程度解消でき
た
・令和５年度大会以降は令和４年
度大会の検証を踏まえたうえで、
町民駅伝大会との融合、ボラン
ティアスタッフ確保による町職員
の負担軽減などについて検討する

・県内市町村のマラソン大会は、
規模縮小やコロナ対策を講じなが
ら工夫して実施する市町村と、コ
ロナのために当初から大会を中止
する市町村に２分化。いちょうマ
ラソン大会は令和２年度は中止、
令和３年度は町民限定、令和４年
度は青森県民限定と、規模を縮小
しながらもコロナ対策を講じて実
施

※R1評価：Ｄ（事業廃
止の検討）

行政評価
委員会

― Ⓑ

・１次評価結果に賛同。
・実施した大会の検証を踏まえた
上で、他事業との統合並びに職員
の負担軽減について検討し、次回
以降の大会に反映させること。

76 県民駅伝大会
社会教育・
体育課

4 Ａ

・青森県が主催する大規模な駅伝
大会への参加である。すべての市
町村が出場する大会であることか
ら、今後も事業を継続していく必
要があると考える
・今後も町陸上競技協会コーチ陣
との連携を深めながら、おいらせ
町の選手育成、発掘、強化に努め
ていかなければならない

・出場選手は小学生から大人
まで、男女9人の正選手、9人
の補欠選手である。過疎の進
む町村では選手確保に苦慮し
ているが、おいらせ町はそれ
らの市町村と比べて、選手の
確保には恵まれている感があ
る

⑧ ― Ⓐ

・2次評価選定除外
・1次評価結果➪2次評価
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